
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 月 12 日 (水 )から 13 日 (木 )にかけて、朝日町内三小学校の 5 年生が朝日少年自然の

家で宿泊学習を行いました。普段はそれぞれの学校で過ごしていますが、保育園で一緒

だった児童が多く、笑顔で話しながら終始和やかな雰囲気でした。  

テント泊、高いがけ登り降りがある自然の冒険、野外炊飯、ナイトハイク、うどん作

りの活動を、協力しながらすべてやり切ることができました。  

かなり不便な環境の中でも集団生活のルールを守り、つらくても声をかけ合い、写真

のような笑顔を絶やさなかった児童たち。その姿は、とても清々しかったです。自分た

ちで生活をつくりあげていると実感した 2 日間でした。この体験をぜ

ひ、これからの生活に活かしてほしいと願っています。  

保護者の皆様、この日のための準備にご協力下さり、ありがとうご

ざいました。  

*QR コードを読み取った後は下にスクロールしてください。 
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ふるさと大谷を想い  お互いを大切にし   

未来をたくましく生きる子供の育成  



 

職員が学校に不在時の緊急連絡は090-1448-8067 にお願いします。 

 本校閉校までの取り組みの一環として、6月 20日(木)の創立記念日に全校児童で大沼分校を訪れました。

現在は大沼公民館として使われている大沼分校の校舎の中で、大沼区長の小林 卓さんが当時の学校生活に

ついてお話ししてくださいました。児童が驚くような内容もたくさんあって、興味津々だったようです。 

 分校見学の後は浮嶋神社も訪れました。ここでも小林区長さんから神社の歴史等について教えていただ

きました。お忙しい中、ありがとうございました。 

 尚、来年、再来年とかけて、大暮山分校、川通分校の跡地を訪れる予定です。 

この 2週間ほど、学区在住の方々が学校に教育活動支援のためにおいでくださいました。 

まず 5区の小林 重敏さんが、3年生の国語教材で取り上げられているコマのゲストティーチ

ャーとして、見事なコマ回しを披露してくださいました。説明文として書かれてある内容がそ

の場で再現されることで、児童の学習意欲がより高まったと思います。また、大谷 2区の白田 

忠一さんが 5・6 年生に、大谷風神祭について教えて下さいました。風神祭の歴史、受け継い

でいく地域の人々の想いについて、熱心に語っていただきました。さらに、大谷 5区の長岡 好

男さんが、1 年生と 2 年生に作物栽培について教えて下さいました。学校の畑や教室で教わっ

たことで、児童はとても安心できたと思います。 

皆様ご多用中のところ本当にありがとうございました。今後ともよろしくお願いいたします。 


